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第３章 財務諸表の開示 

１．会社法の計算書類 

貸借対照表（Ｂ／Ｓ）（P58～） ⇒ 資産の部・負債の部・純資産の部 の区分表示 

  流動性配列法に従った表記 

損益計算書（Ｐ／Ｌ）（P61～） ⇒ 営業損益計算・経常損益計算・純損益計算 

  販管費の範囲         特別損益 臨時損益 

前期損益修正損益 

＋   

株主資本等変動計算書（P67～）   

個別注記表（P68～） ⇒ ・重要な会計方針（会計方針の変更も） 

・貸借対照表等に関する注記 

・損益計算書に関する注記 

＋   

事業報告・付属明細書
．
   

 

  

Ｂ／Ｓ 

 

 

 

注記 
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株主資本等変動計算書 

      

      

      

      

      

注記 

 

 

問題文 
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注記 
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第４章 現金預金 

１．現金の範囲 

通貨 

通貨代用証書 

☆現金でないものを覚える 

 

※現金とまぎらわしいもの 

①先日付小切手⇒現金 ×××／売掛金 ××× 

        受手 

 

②未渡小切手⇒ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③自己振出小切手⇒現金 ×××／売掛金 ××× 

当座預金 

 

振出時 買掛金 ×××／当座預金 ××× 

 

当社     Ａ社     Ｂ社 

 

    Ｄ社    Ｃ社 

 

パターン① 

仕入 ×××／買掛金 ××× 

 

当社       仕入先 

 

買掛金 ××／当座預金×× ⇒ 現金 ××／買掛金 ×× 

当座預金 

会計処理はしているが、 

仕入先に渡していない 

 

パターン② 

 

 

当社      取引先 

 

外注費 ××／当座預金 ×× ⇒当座預金 ××／外注費 ×× 

未払金 

会計処理はしているが、 

取引先に渡していない 
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④収入印紙 の未使用分  ⇒ 

郵便切手 

 

 

 

 

 

 

⑤期限が未到来の公社債利札   ⇒ 仕訳なし 

（単に権利を示すもの） 

期限が到来している公社債利札 ⇒ 現金 ×××／受取利息××× 

 

 

 

３．小口現金 

 

会 社 

（経理） 

①定額分の支給 

④不足分の支給 

 

③報告 

 

用度係 

 

②小口経費の支払 

 

仕訳が生じるのは、 

①、③、④ 

 

租税公課×××／現金 ××× 

通信費 ×××／現金 ××× 

       ↓ 

購入時 ≠ 使用時 

 

貯蔵品 ×××／租税公課××× 

通信費××× 
未使用分 

・受付 

・工場・支店・出張所 

・総務／庶務 
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４．現金過不足 

 

帳簿上 

現金 

100 

  一時的な仮勘定 

 

現金過不足 10／現金 10 

 

現金 20／現金過不足 20 

 

金庫 

 

90 

 

 

120 

決算時においても原因不明の場合 

 

 

雑損 10／現金過不足 10 

 

 

現金過不足 20／雑益 20 

 

 

例題３ 

 

現金 

 90 

9,120 

 
9,030 

 

現金過不足 

90 経費 20 

 不明 

売掛金 80 150 

 

 

 

金  庫 

9,030 

一致 

 

 

②雑費 20／現金過不足 20 

現金過不足 80／売掛金 80 

 

③雑損 150／現金過不足 150 
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１．預金の範囲 

――当座 

――普通 

――通知 

――定期 

――別段 

 

 

 

２．現金と預金の表示 

現 金 

 

預 金 

 

 

決算日の翌日から 

１年以内に期限の到来するもの 

 

決算日の翌日から 

１年を超えて期限が到来するもの 

流動資産 

「現金及び預金」 

 

 

 

固定資産 投資その他の資産 

「長期性預金」  

 

３．当座預金の処理         担保提供資産 

当座借越⇒銀行と会社で当座借越契約を締結している場合、 

当座預金が限度額までマイナスとなることができる 

１勘定制 

当座 

100 80 

  

 

 

２勘定制 

当座預金 

100  

  

 

 

 

当座借越 

 80 

  

 

 

 

Ｂ／Ｓ 

現金及び預金 短期借入金 

100 80 

 

 

例題４ 

（１） 

当座預金 

○首2,170 1,650 

 4,220 

3,700  

  

5,440  
 

 

当座借越 

1,040 1,040 

  

 

 

（２） 

当座 

○首2,170 1,650 

 5,260 

3,700  

  

6,480  
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４．銀行勘定調整表 

     帳簿残高と銀行残高が不一致の場合、 

差異を調整するために会社が作成するもの。 

会社側の処理 

★不一致のパターン Ａ： 夜間入金（締後入金） × 

 Ｂ： ①未渡小切手 ○ 

  ②未取付小切手 × 

 Ｃ： 未通知入金 ○ 

 Ｄ： 未通知出金 ○ 

  誤処理 ○ 

 

 

 

当社       仕入先       Ｂ／Ｋ 

 

 

未渡        未取付仕入先が銀行に持ち込んでいない 

 

①企業残高基準法 

企業残高  ××× 

↓ 

銀行残高  ××× 

②銀行残高基準法 

銀行残高  ××× 

↓ 

企業残高  ××× 

③企業残高・銀行残高区分調整法 

 

銀行残高  ××× 

↓  一致 

修正残高  ××× 

 

 

企業残高  ××× 

↓ 

修正残高  ×××  

例題６ 

（１）企業残高基準法 

企業残高    42,500 

②  ＋600 

加算   ③  ＋500 

⑥  ＋450（差額） 

①  △800 

減算   ④  △370 

⑤  △ 90 

銀行残高    42,790 

（２）銀行残高基準法 

銀行残高   42,790 

 

 

 

 

 

 

企業残高    42,500 

（３）企業残高・銀行残高区分調整法 

銀行残高   42,790 

①     ＋800 

 

 

③     △500 

 

企業残高   42,500 

②     ＋600 

⑥     ＋450（差額） 

 

④     △370 

⑤     △ 90 

修正残高   43,090 修正残高   43,090 

                      後Ｔ／Ｂの金額 

 

決算整理後 

預金残高 


